
平
成
28

年
10

月
23

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
6
回
目
の

大
樟
会
東
播
磨
支
部
の

平
成
28
年
度
総
会
を
東

京
田
村
加
古
川
店
（
加

古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
４

Ｆ
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
引
き
続
き
懇

親
会
を
開
催
し
、
旧
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親

会
の
前
に
、
人
間
科
学

部
講
師
の
江
藤
幹
先
生

に
「
生
活
習
慣
病
と
運

動
・
栄
養
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
食
事
や
運

動
に
よ
る
生
活
習
慣
改

善
指
導
や
健
康
支
援
に

つ
い
て
本
学
で
の
実
例

な
ど
講
義
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
樟
会
本
部
か
ら
、

川
口
正
義
常
務
理
事
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
、

本
部
の
現
状
や
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
宣
伝

な
ど
盛
り
込
ん
で
挨
拶

い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
に
平
成
27
年

度
の

総
括

と
し

て
、

「
平
成
27
年
度
活
動
報

告
」
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
東
播
磨
支
部
と

し
て
昨
年
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
雨
天
中
止
に

な
り

延
期

し
て

い
た

「
竹
田
城
ド
ラ
イ
ブ
＆

ウ
ォ
ー
ク
」
を
５
月
15

日
に
行
い
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
加

古
郡
稲
美
町
在
住
の
竹

内
さ
ん
（
25
回
卒
）
の

尽
力
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
会

を
万
葉
森
林
浴
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
し
、
地
域
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

次
に
平
成
27
年
度
の

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

石
原
事
務
局
長
の
収
支

報
告
と
田
中
監
査
役
よ

り
監
査
結
果
が
報
告
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
福
田
支
部
長
よ

り
平
成
28
年
度
活
動
計

画
が
発
表
さ
れ
、
今
年

度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス

リ
リ
ー
ス
の
提
供
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
は
東

播
磨
支
部
が
全
国
で
唯

一
の
支
部
で
あ
り
誇
る

べ
き
）
と
支
部
新
聞
の

制
作
に
よ
る
広
報
活
動

と
継
続
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
で
き
る

活
動
を
す
す
め
た
い
。

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
明
石
支
部
副

支
部
長
の
安
川
武
延
様

を
来
賓
に
迎
え
、
24
回

卒
業
の
前
田
相
談
役
を

筆
頭
に
、
総
勢
14
名
と

少
人
数
な
が
ら
、
新
規

参
加
者
が
2
名
と
人
数

も
徐
々
に
増
え
、
自
己

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

和
や
か
に
歓
談
い
た
し

ま
し
た
。

懇
親
会
の
先
頭
を
切
っ

て
、
支
部
総
会
恒
例
の

「
剣
舞
」
を
披
露
し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

「
稀
代
の
軍
師
：
黒
田

官
兵
衛
」
を
唄
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
一
同
拍
手
喝
采
で
し

第７号 大樟会東播磨支部新聞 平成２９年３月２６日

発行所

大阪経済大学

同窓会

「大樟会」

東播磨支部

発行人

福田敏裕

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

支部総会を加古川プラザホテル４F東京田村加古川店で開催

平
成
28
年
度
総
会
終
了

後
、
懇
親
会
の
間
に
、

人
間
科
学
部
講
師
の
江

藤
幹
先
生
に
、
「
生
活

習
慣
病
と
運
動
・
栄
養

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

講
義
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
専
門
分
野
で

あ
る
「
食
事
や
運
動
に

よ
る
生
活
習
慣
改
善
指

導
や
健
康
支
援
に
つ
い

て
、
江
藤
先
生
の
本
学

で
の
実
例
実
践
に
つ
い

て
」
の
講
義
で
、
「
本

学
で
、
中
年
女
性
の
運

動
教
室
、
高
齢
者
運
動

教
室
『
き
さ
ん
じ
』
の

開
催
」
の
実
例
効
果
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
健
康
維
持
に

は
運
動
は
不
可
欠
！
！

新
規
参
加
者
二
名
で
、
和
気
あ
い
あ
い
！

人
間
科
学
部
講
師
「
江
藤

幹
」
先
生
特
別
講
義

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
7
号
は
、
東
播
磨

支
部
支
部
長
の
福
田

（
37
回
卒
業
）
が
観
光

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
は
、
加
古
川
市
と

高
砂
市
の
市
境
に
位
置

す
る
山
で
あ
る
「
高
御

位
山
」
（
３
０
４
ｍ
）

に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

高
御
位
山
は
東
の
方

か
ら
見
る
と
富
士
山
の

形
に
似
て
い
る
た
め
播

磨
富
士
と
呼
ば
れ
て
ま

す
。
一
方
南
の
方
か
ら

見
る
と
（
以
下
次
頁
に

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
7
号
は
、
「
観
光
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

福
田
支
部
長

冒
頭
あ
い
さ
つ

再建６年目東播磨支部総会開催！

大
樟
会
本
部
川
口

正
義
常
務
理
事



た
。森

本
さ
ん
の
剣
舞
は
、

東
播
磨
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
動
画
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
「
大

樟
会
東
播
磨
支
部
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

http://ookusukai.sak

ura.ne.jp/

第
7
回
総
会
開
催
予
定

平
成
29
年
10
月
22
日

（
日
）

今
後
は
、
10
月
の
第
４

日
曜
日
で
固
定
し
て
開

催
予
定
で
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

定
例
役
員
会
開
催
予
定

・
３
月
26
日
（
日
）

・
６
月
25
日
（
日
）

・
８
月
27
日
（
日
）

・
９
月
24
日
（
日
）

(

↓
福
田
新
支
部
長
演
舞)

(

最
後
に
学
歌
・
逍
遥
歌
）

第
６
号
に
続
き
第
4
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

①
回
卒
：
昭
和
42

（
１
９
６
７
年
）
33
回

卒②
住
所
：
〒675-1105

加
古
郡
稲
美
町
加
古
４

５
８
４

③
電
話
番
号
：
０
７
９-

４
９
２-

２
１
３
１

④
職
業
：
無
職

⑤
趣
味
：
ゴ
ル
フ
・
旅

行⑥
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド一
番
に
勉
強
の
こ
と
が

書
け
ず
に
反
省
で
す
が
、

当
時
か
ら
旅
行
が
大
好

き
で
、
東
京
以
西
の
殆

ん
ど
は
友
人
た
ち
と
車

で
走
り
回
り
、
よ
く
故

障
し
て
は
有
り
金
を
は

た
い
て
修
理
し
て
い
ま

し
た
。
（
高
速
道
路
も

少
な
く
、
地
道
の
時
代

で
す
）
費
用
の
捻
出
に

は
、
深
夜
の
定
期
ド
ラ

イ
バ
ー
も
し
て
稼
ぎ
ま

し
た
が
、
今
で
も
こ
の

会
社
の
車
両
を
見
か
け

る
と
、
仲
間
と
し
て
楽

し
く
教
わ
っ
た
こ
と
に

感
謝
で
す
。

⑦
近
況
報
告

平
成
23
年
７
月
よ
り
、

東
播
磨
支
部
の
再
興
会

議
に
偶
然
に
も
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
大
変

興
味
深
く
、
そ
し
て
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

（
駐
在
員
の
時
に
は
、

皆
さ
ん
よ
く
同
総
会
を

楽
し
ま
れ
て
い
た
の
で

羨
望
も
あ
り
ま
し
た
）

よ
く
あ
る
例
で
す
が
定

年
退
職
後
に
地
元
に
帰

り
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

そ
し
て
農
業
に
少
し
ず

つ
参
画
し
、
田
舎
の
生

活
に
も
慣
れ
て
き
た
頃

で
し
た
の
で
リ
ハ
ビ
リ

の
一
環
と
し
て
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
そ
の
延
長
戦
上

で
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
が
、
約
一
年
半
前

に
「
外
傷
性
慢
性
硬
膜

下
血
種
」
で
10
日
間
入

院
し
ま
し
た
。
ま
た
退

院
後
二
週
間
で
ゴ
ル
フ

も
再
開
し
、
今
の
と
こ

ろ
加
齢
以
外
は
問
題
は

な
い
よ
う
で
す
。

血
種
は
歩
行
中
に
左
顔

面
を
ぶ
つ
け
、
約
３
か

月
後
弱
に
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
が
芯
に
当
た
ら
な
い

こ
と
に
気
づ
き
（
下
手

で
も
あ
る
の
で
す
が
）
、

検
査
を
受
け
よ
う
と
順

心
病
院
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
即
刻
車
椅
子
に
乗

せ
ら
れ
、
手
術
と
な
り

ビ
ッ

ク
リ

で
し
た

。

（
注
）
ご
同
輩
の
皆
様

も
、
歩
行
中
は
姿
勢
を

正
し
て
前
方
を
よ
く
見
、

難
し
い
こ
と
な
ど
考
え

ず
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

歩
か
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

⑧
東
播
磨
支
部
に
つ
い

て大
樟
会
の
理
事
会
で
お

会
い
す
る
各
地
の
方
々

の
ご
意
見
も
伺
う
の
で

す
が
、
事
業
で
行
う
よ

う
な
『
奇
策
』
や
『
チ
ャ

レ
ン
ジ
』
は
難
し
い
よ

う
で
す
。
多
分
、
今
し

て
い
る
こ
と
を
少
し
ず

つ
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、

継
続
し
て
熟
し
て
行
く

こ
と
が
、
在
り
来
た
り

で
す
が
一
番
大
切
な
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
注
】
西
川
さ
ん
は
平

成
23
年
東
播
磨
支
部
再

興
時
の
支
部
長
で
し
た
。

東
か
ら
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
全
く
違
う
形
に

な
り
ま
す
。
（
な
だ
ら

か
な
屋
根
上
の
形
）
主

な
登
山
道
は
加
古
川
市

の
志
方
町
か
ら
登
る
成

井
登
山
道
（
こ
の
登
山

道
は
麓
の
高
御
位
神
社

か
ら
頂
上
ま
で
階
段
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
照

明
も
あ
り
ま
す
の
で
、

登
り
や
す
い
道
で
す
。

頂
上
ま
で
約
30
分
）
と
、

高
砂
市
側
か
ら
登
る
長

尾
登
山
道
（
こ
ち
ら
の

登
山
道
は
急
登
で
す
。

頂
上
ま
で
約
30
分
）
が

あ
り
ま
す
。

正
月
元
旦
に
は
、
数

百
人
が
ま
だ
暗
い
中
、

初
日
の
出
を
拝
む
た
め

に
登
り
始
め
、
普
段
は

少
な
い
山
頂
も
こ
の
日

だ
け
は
足
の
踏
み
場
も

な
い
く
ら
い
混
雑
し
ま

す
。

３
月
の
初
め
頃
、
早
い

年
は
２
月
の
末
に
は
、

鶯
の
鳴
く
声
が
聞
け
ま

す
。
鳴
き
声
も
最
初
の

頃
は
へ
た
く
そ
で
「
ホ
ー

ホ
ケ
キ
ョ
」
で
は
な
く

「
ホ
ー
ホ
ケ
ホ
ケ
」
と

「
聞
こ
え
ま
す
。
ま
た

第７号 大樟会東播磨支部新聞 平成２９年３月２６日

懇
親
会
で
「
剣
舞
」
披
露
！

幹
事
の
森
本
信
市
さ
ん
（
38
回
卒
業
）
舞
う

NO.
6
：
西
川

嘉
紀

会
員
紹
介

東
播
支
部
レ
ポ
ー
ト
の
続
き



初
夏
の
５
月
下
旬
頃
か

ら
６
月
初
め
頃
に
は
鳴

き
声
が
「
ト
ッ
キ
ョ
キ
ョ

カ
キ
ョ
ク
」
と
聞
こ
え

る
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
き

始
め
、
６
月
初
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
は
、
淡

い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲

か
せ
る
サ
サ
ユ
リ
が
東

の
成
井
登
山
道
の
獣
道

の
周
辺
に
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
サ
サ
ユ
リ
は

花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に

種
か
ら
７
年
以
上
か
か

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
高
御
位
山
の
山

頂
に
は
大
正
10
年
に
こ

の
山
頂
ま
で
グ
ラ
イ
ダ
ー

を
運
び
上
げ
、
見
事
滑

空
し
関
西
初
飛
行
を
成

し
遂
げ
た
地
元
志
方
町

出
身
の
渡
辺
信
二
氏
を

讃
え
る
「
飛
翔
の
碑
」

が
建
っ
て
い
ま
す
。
高

御
位
山
は
四
季
を
通
じ

て
楽
し
め
る
山
で
す
の

で
皆
さ
ん
是
非
登
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「
飛
翔
の
碑
」
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